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凡　例

１．  通史編は『弘前大学六十年史』の補遺版として 2009

年（平成 21）4 月から 2018 年（平成 30）12 月まで

の弘前大学の歩みを記述したが、経緯等の記述を必

要とする部分については、この期間以外についても

記述の対象とした。資料編も同様に 2009 年（平成

21）から 2018 年（平成 30）までの資料を収録した。

２．  本文の記述は、原則として常用漢字、現代かなづか

いによった。

３．  年号は、西暦年号を用い、和暦を（　）で付した。

４．  人名は、原則として敬称を省略した。

５．  数字、度量衡はアラビア数字とし、単位は%、km、

kg、㎡などの記号で示した。

６．  引用が頻繁に行われるものは、下記のように書名を

略記した。

例

『弘前大学五十年史』→『五十年史』

『弘前大学六十年史　資料編』→『六十年史資料編』

『弘前大学医学部五十年史』→『医学部五十年史』

７． 引用した資料には、原資料の体裁を改めたものもある。


